
・３工場とも同一のものとなります。

・当該試験は、処理灰の残留キレートがあることを、
　試液の変色により確認する簡易的な方法を採用した
　ものであり、詳細な試験マニュアルはありません。

・共通仕様書に記載された方法のみとなります。

・機器仕様の記載があれば、取扱説明書でも構いません。




